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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

１．褥創発生者の確認
２．勉強会：褥瘡と栄養（鈴木さん）
＜褥瘡発生報告について＞
今後は情報共有として、深澤病院長にもｃｃで報告することとします。

＜東病棟＞
・見付　幸一様～➀仙骨部33点　壊死組織・ポケットあり。
ゲーベンクリームへ変更+パット+テーピング療法
　　　　　　　　②R1年.8.26発生　左大転子部4点　発赤・水疱あり　エアウォール保護
経管栄養（インスロー　1-1-1-1-1）
・高橋　末吉様～➀仙骨部8/30治癒にて処置終了

　　　　　　　　②右外果部4点　アクトシン軟膏+ラップ保護　
　　　　　　　　③R1年8.11発生　右大転子部12点　アクトシン軟膏+エアウォール保護
　　　　　　　　経管栄養（インスロー　3-2-3）

・藤井　孝蔵様～➀右内果部　治癒にて処置終了。
　　　　　　　　②R1年8.16発生　仙骨部13点　ゲーベンクリーム+エアウォール保護
　　　　　　　　食事CZ-Hi経口摂取（2-2-2）

・細越　勝男様　仙骨部9点　壊死組織あり、ポケットなし。ゲーベンクリーム+ラップ保護
食事：ハーフ食全粥、キザミ
＜南病棟＞
・本堂　秀夫様～R1年.8.13発生　臀部12点　アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　食事：粥、キザミ　全量摂取
・大橋　ミツ様～R1年.8.22発生　仙骨　9/2治癒

・工藤　蓉子様～R元年8.26発生　背部6点　アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　食事：粥、キザミハーフ食、エプリッチ、メイバランスミニ不食。点滴2本/日
・佐々木　鶴蔵様～R1年9.2発生　右下肢7点　アズノール+ラップ保護
　　　　　　　　　食事：ミキサー・とろみ全量摂取
＜西病棟＞
現在褥瘡なし
＜北病棟＞
現在褥瘡なし

＜南山苑＞
・居ヶ内　よね様～➀H30.7.18発生　仙骨部11点　両性肉芽90％以上、ポケットなし。　
　　　　　　　　　テラマイシン軟膏+ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　②H30.12.10発生　左大転子部19点　壊死組織・ポケットあり。
　　　　　　　　　テラマイシン軟膏+ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護+テーピング療法

　　　　　　　　　③R元年5.20発生　右大転子部24点　壊死組織・ポケットあり。
　　　　　　　　　フラセチンパウダーへ変更+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　食事経管栄養（CZ-Hi　2-2-2）
　　　　　　　　　※R元年8.15　未治癒退所

・柳杭田　かつ子様～➀H31.3.4発生　背部22点　両性肉芽90％以上、ポケットあり。
　　　　　　　　　　イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　　②R元年.5.8発生　左肩17点　両性肉芽90％以上、ポケットあり。
　　　　　　　　　　イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　　食事経管栄養（朝CZ2-昼MA1-夕MA2）

・沼畑　すみ子様～➀H31.6.5持ち込み　仙骨部24点　壊死組織・ポケットあり。
　　　　　　　　　フラセチンパウダーへ変更+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　②H31.6.5持ち込み　右大転子部27点　壊死組織・ポケットあり。
　　　　　　　　　フラセチンパウダーへ変更+ガーゼ保護+テーピング療法
　　　　　　　　　食事：全粥、極キザミ、20単位、減塩食6g　ほぼ全量摂取
※現在褥瘡者2名

＜南寿の里＞
現在褥瘡なし
＜五福＞
現在褥瘡なし

